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科学の進歩, 経済の成長や情報化社会の進展という人間を取り巻く環境の変化はめざましく, 大学においても,
いわゆる ｢大学全入時代｣ を迎え, 大学間の競争はますます激しくなっています｡ このような時代にあっても, 中
京大学の地域に根ざした高等教育, 研究機関としての役割はとても大きいものがあり, 実験・応用・臨床・発達の
４本柱による心理学の総合的な教育・研究体制で, ｢こころの時代｣ といわれる現代社会の要請に応え, ｢自ら考え,
行動し, しなやかな知識人を養成する｣ という大学の基本方針にそって, 現在も発展を続けております｡
中京大学心理学部は, 2000 年に文学部心理学科を改組して誕生しましたが, 文学部心理学科は, 1966 年 4 月,
国文学科, 英文学科とともに創設され, 心理学科としては, 2017 年 3 月で満 50 年を迎え, 4 月より 51 年目に入り
ました｡ この間, 1971 年には, 大学院文学研究科心理学専攻修士課程が, 1978 年には, 心理学専攻博士後期課程
が設置され, 2002 年には, 文学研究科心理学専攻を改組して, 心理学研究科 (実験・応用心理学専攻, 臨床・発
達心理学専攻) が設置されて, 今日に至っています｡ 実験・応用心理学専攻では, 知覚・認知・行動の諸問題に関
する基礎研究を推進し, その成果を踏まえて事故防止や快適環境設計などの応用研究を展開しており, 他方, 臨床・
発達心理学専攻では, 人格・発達の研究を進め, 個別事例に即して, 心理的問題の予防や回復を支援する取り組み
を行っております｡ 2017 年 3 月までに心理学科卒業生 6776 名, 大学院修士課程修了生 408 名, 博士学位取得者 26
名 (課程博士 14 名：論文博士 12 名) が社会に巣立っています｡
最近の心理学部への志願者数は, 2000 名を大きく上回り, 2017 年度入試では 2326 名と大幅増となりました｡ 大
学院心理学研究科への志願者数も近年 70 名前後で推移しています｡ この志願者数の増加には, 臨床心理士資格の
獲得希望者の増加という要因が大きく影響していると考えられます｡ さらに, 30 周年記念号において八尋先生は
以下のように指摘されておりました｡ バブル崩壊後, 我々人間が, モノより人, ハードからソフトへと方針を変え
たことや, ストレスに満ちた社会の中で人間性の回復が叫ばれていることなどがその要因として考えられます｡ 八
尋先生のご指摘から 20 年経った現在, この流れはさらに加速しているように見受けられます｡ こうした中, 学部
では入学定員を 175 人に増やし, 大学院では, 心理学の専門家の育成をさらに濃密なものとするため入学定員を
24 人と削減を行いました｡
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巻頭言
中京大学心理学部・心理学研究科 向井 希宏
私は昭和 43 年 (1968 年) 創設間もない中京大学文学部心理学科に入学した｡ 心理学を選んだのは高校の校長
(当時) であった梅村清弘先生 (現名誉総長) の一言である｡ ある日 ｢学部は決めたか｣ と聞かれ, ｢法学部へ行き
ます｣ と答えたところ, すかさず ｢心理学へ行け｣ と力強く言われ, あっさり心理学へ変更したのである｡ ところ
が心理学についての予備知識は全くなく, 東京オリンピックで米国の水泳チームが他を圧倒し, 連日米国国歌が流
れてうんざりしていた時, 解説の方が ｢心理学｣ と云う言葉を何度も使い, 米国チームは精神面を担当する専門の
コーチを帯同していると説明していた事を思い出し, 心理学とはどんなものかと考えるようにはなっていた｡




れ, にわかに難解であっても, 結城先生の講義を真剣に聴くようになった｡ いい
かげんなものである｡ 講義を聴いている内に, 心理学は私達が生活している社会
と密接な関係を持ち, 心の病への対応とか, 生活空間の改善とか, あるいは交通
安全対策等々, 実社会をしっかり支えているのが心理学だと云う事を理解するこ
とが出来た｡ これは ｢目から鱗が落ちる｣ そのものであった｡ 結城先生の講義を
受けた事で心理学の奥の深さと, 意外なところに心理学が活躍している事を知り,
その時初めて心理学を選んで良かったと思うようになった｡
ところで心理学科は中京大学では特別な存在であったと思う｡ 3 号館の 2 階・
3 階に実験室や演習室等を持ち, 心理学科の学生がいつでも集えるようになって
いた｡ それは他の学部にはないもので, 学生の仲間意識を高める事に大いに役立っ








まう程であった｡ 空井先生の授業は, 原書講読だけであったが, 私は心理
学を学んだことに誇りを持つことが出来たのである｡
2 年生になって初等実験が始まった｡ 私はこの初等実験が楽しみで欠席
することなく授業を受けた｡ 特に ｢鏡映描写｣ は面白かった｡ 星形の図形

















る｡ 東名・名神高速道路が計画されている時期に, 当時我が国には 100ｋ
ｍ走行が出来る道路はなかった｡ そこで飛行機のパイロットにお願いして
実験を行い, 看板の大きさは, 色は何色がいいのか等々, 私達が今日見慣
れている交通安全標識の一つ一つに, 魂を入れられた先生であり, 交通安
全の礎を築かれたと云っても過言ではない｡ その神作先生から参考にといっ
て ｢色の科学｣ と云う本を頂いた｡ その本を読み終わって, 色の持つ不思





て様々である｡ これらは生活空間の改善や, 交通安全施設等の改善には必要なデータになる｡ そこであらゆる可能
性を選定しながら実験を繰り返した｡ 結果は割愛するが興味のあるデータが出た｡ 正月も過ぎやっと論文を書き始
めたが遅々として進まなかったが, 神作先生の指導宜しきを得て何とか締め切りぎりぎりで書き上げて提出する事







なる｡ それは, 1986 年の総選挙に出馬し当選
する事が出来た｡ 当選してすぐに念願の衆議院
交通安全特別委員会のメンバーになる事が出来,
1 年後, 1 年生議員ではあるが委員会の理事に,









いただいた｡ 定期的に意見交換を行い, 数々の提言を繰り返しながら, 予算化にも成功して交通安全施設の改善と,
車の改良にも理解を求め, 交通事故死ゼロを目指して活動してきた｡ 残念ながら交通事故死がゼロと云う目標は達
成していないが, 今日, 交通事故死と交通事故の発生件数が大幅に減少出来た事は, 私の議員生活の中で特筆すべ









神作博先生 (左) と加藤等先生 (右) (1971 年卒業アルバムより)
ご承知のように心理学部は, 1966 年に創設された文学部心理学科を前身としています｡ この年, 牧野 (以下,
私) は名古屋大学教育学部の 2 年生でした｡ ｢結城先生が中京大学に心理学科を作られた｡ うかうかしていると君
たちは追い抜かれるぞ｡｣ と, 当時教育学部に在職されていた某教授から発破をかけられたことを今でも鮮明に記
憶しています｡ その当時の私は, 中京大学を ｢中京商業高校付属中京大学 (もちろん事実ではありません)｣ くら
いにしか思っていませんでした｡ まさか, それから 7 年後に自分自身が奉職することになろうとは夢にも思いませ
んでした｡ この間の事情は, 個人情報に触れるし, 読者の興味を引くことでもないので触れないことにします｡
私は 1973 年 5 月に日立製作所情報システム研究所から, 中京大学に助手として赴任しました｡ このとき, 文学
研究科心理学専攻にはすでに修士課程が開設 (1971 年) されており, 第一期生 3 名が助手として採用されていま
した｡ また翌年には第二期生 3 名が実験助手として採用されました｡ 私は, 赴任後まず, 助手と修士課程の院生に
対し, 研究会の立ち上げ, ｢助修会｣ を結成し教室業務に積極的に関与することを提案しました｡ これは, 今後の
教室を維持するためには, 常勤の先生たちは当然として, ｢若手｣ が頑張らなければならないと考えたからです｡
ところがこの助修会が間もなく思わぬ役割を帯びることになります｡ おそらく 74 年の春頃だったと思います｡ 突
然, M 教授に呼ばれ, ｢実は日本心理学会第 40 回大会を中京大学で引き受けてくれないかという話があるのだが,
助手諸君の意見を聞いてくれないか｣ といわれました｡ 心理学会は通常は 2 年前の大会で開催校が決まるのですが,
この時期に依頼が来るということはよほど引き受け手がなく, 困ったのだろうと思います｡ 逆に言えば, 当時の中
京大学の心理学会における位置づけはその程度で, 本来なら ｢大会の開催など 10 年早い！｣ といわれかねないと
ころでした｡
当時は, 文学部教授会はもちろん, 心理学科教室会議 (学科会議) にも助手は参加できませんでした｡ すなわち,
助手は教室メンバーとして認知されていなかったのです｡ しかし, 開催を引き受ければ, 教授だけでなく, 若手
(助手や院生) に大きな負担がかかることは明らかです｡ はっきり言えば, この層の協力がなければ開催はおぼつ
かないと考えたのだと思います｡ 開催の打診を受けたということは, ｢助手と院生をまとめてくれ｣ ということと
同義だと思いました｡ もちろん命じられれば全力を尽くさねばならないのは当然です｡ しかし, 敢えて一つ要望を
提示しました｡ ｢お引き受けしますが, 開催により中京大学の認知が多少向上するでしょうから, 大会終了後, で
きるだけ早く博士課程開設の準備に入って欲しい｣ と要望しました｡ これまでに, 博士課程の開設をめざしたがう
まくいかなかった経緯があったので, 学会の成功は再挑戦の絶好のチャンスになると考えたのです｡ もちろん, 本
来なら博士課程を何のために開設するのか, 開設して何をしようとするのかといった点について明確にしておくべ




大学当局も西門 (5 号館横の階段上) に建っていた木造校舎を大会直前に解体するなど, 非常に協力的でした｡
それから 1 年半の準備を経て開催された, 1976 年日本心理学会第 40 回大会はかなりの評価を受け, 中京大学の名
を心理学界にこれまでより広めることができました｡ この成功を受け, 直ちに博士開設の準備に取り掛かることに
なりました｡ 博士課程の開設は, 教員の人事構成はもちろんですが, カリキュラムの内容や設備, 図書の充実など
様々な審査要件を満たさなければなりません｡ 幸いにも理事会等の支援を受け, 人事を含めほとんどの条件をクリ
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中京大学赴任当時の思い出
牧野 義隆
つきません｡ したがって, 何としても今回の申請で設置が認可されるよう, 最大限の努力を行うこととなりました｡
最後には審査にあたる専門委員会の直前まで, 開設の中心となった K 教授と M 教授が東京で設置申請書の変更に
必要な情報を収集し, 私が電話連絡を受け, 中京大学に保存されている書類から必要な書類を探し出し, 直ちに東
京まで持参するなどということもありました｡ こうまでして博士課程の開設にこだわったのは, 一言でいえば博士
の学位を授与して初めて心理学教室 (当時, 教員は心理学科をこのように表現していました) が完成すると考えた
からです｡
こうしてようやく 1978 年に文学研究科心理学専攻博士課程の開設が認可され, 第 1 期生を迎えることができま
した｡ 今では中京大学は心理学界においてそれなりの地位を確保できたのではないかと思います｡ 院生諸君も ｢所
属は中京大学です｣ と胸を張って学会発表できるまでになったと思います｡ 少しでも博士課程の創設に関与できた
者としては, うれしい限りです｡ ところで, 1981 年の完成年度 (博士課程は開設から 3 年経たないと学位が授与
できません) から数えると, 本年度 (2017 年) までに 37 年が経過しました｡ これまでに 26 名の方が学位 (文学
博士を含む) を取得され, 大学で教鞭をとられている方も多数いらっしゃいます｡ でも, 26 名に学位を授与した
ということは, 1 年平均で 0.7 名に授与していることにしかなりません｡ もちろん, 設立当初はなかなか学位授与
できなかったので, 平均授与者数が小さくなることは承知しています｡ 今後はぜひ, 毎年 1 名以上に学位を授与で
きるよう先生方には一層の努力をしていただきたいと思っています｡ また, 院生諸君の一層の頑張りを期待してい
ます｡
現在の中京大学心理学部と, 創設 10 年程度しかたっていない 40 年ほど前の文学部心理学科とはこんなにも違っ
ていたということを知っていただきたいと思って筆をとった次第です｡ 私は, もともと大学教師になりたいなどと
思ったことはありませんでした｡ 中京大学に赴任したのも家庭の事情で名古屋に戻らざるを得なかったので, 2, 3






日本心理学会第 40 回大会事務局 日本心理学会第 40 回当時の校舎
現職：近畿大学総合社会学部総合社会学科心理系専攻, 教授 (知覚心理学)／株式会社国際電気通信基礎技術研究
所 (ATR), 知能ロボティクス研究所, 連携研究員｡
博士 (心理学), 中京大学 乙第 5 号, 1998-03-19.3)








る｡ 東京帝国大学文学部 (心理学科) 出身で, 旧帝大
の結城先生の威厳が感じられた一瞬であった｡ 後に,
大学院に在学していたとき, 結城先生から ｢結城錦一







研究著作選集冒頭の ｢私の研究遍歴｣ では, 第一期として ｢自然科学的心理学の熱心な信奉者｣ であったと述べ
られている｡ 当時としては大変な装置を試作され, 特に聴覚を実験心理学的方法で研究されていたことがうかがえ
る｡
私が大学院生としてお目にかかったころは, モデルや実験, コンピュータなどというと, そっぽを向かれてしま
うか, いやな顔をされるような状態で, ご自身の結城現象学に傾倒されておられた頃であった｡ 結城先生は研究肌
の方であったが, 反面, 人としてお茶目な側面もお持ちだった｡ 大学院生の頃は, 結城先生がお孫さんとともに実
験室に来られた折, ご本人が当時嫌いであったコンピュータについて, 当時, 私が使っていたコンピュータ Apple












研究肌の結城先生は, 食事には無頓着でおられたようである｡ 毎日, とんかつ定食ばかり召し上がっていたころ,
ついには栄養失調でダウンされたと伝え聞いている｡
“｢きんいち｣ という犬”
北大の官舎でお住まいだったころの話である｡ 官舎の隣人との確執があり, 隣人は自分の飼い犬に ｢きんいち｣




私が大学に入学し, 最初に質問をしたのは, 森孝行先生の知覚心理学の講義であった｡ 私は理工系大学を目指し
ていたが, なぜか心理学に興味を持って文学部心理学科に入学した｡ しかし, 同級生たちとの間に違和感を感じ,
理工系の大学学部を受験しなおそうとしていたころの話である｡ そのときの森先生の知覚心理学の講義は, 非常に
興味をひかれた内容であった｡ 特に興味を持ったのは, カブトガニの解剖学的神経機構と側抑制, 現象としてのマッ
ハバンドであった｡ 私が質問したことは, ｢時間周波数はわかるのですが, 視覚の空間周波数とは何ですか？｣ と
いう内容であった｡ 森孝行先生は, 側抑制のモデルを黒板に板書し, どこにどのような光が入ると, 網膜神経節細
胞のアウトプットが微分されるのかを, 私に計算させ, 示してくださった｡ 時間周波数は横軸が時間軸であるのに




できた｡ 学会に参加している先生方は, 森先生が口頭発表の会場にいると, カミソリのように切れる質問を浴びせ
られることに緊張したそうである｡ もちろん私も学内でも大学院の演習の時は緊張したが, うわさされていた ｢カ
ミソリ体験｣ をしたのは, 1985 年に愛知教育大学で開催された東海心理学会 (第 34 回大会) の時であったと記憶
している｡ 当時は, まだ口頭発表に慣れておらず, ある先生の質問にやや的外れな回答をした時, 会場におられた





和 62 年度科学研究費補助金 (総合研究 A), ｢視野変
換による知覚体制の崩壊と再構造化｣ のプロジェクト
















かがえる大事な年賀状である｡ 大学院時代, 就職後も, 森先生の名古屋のお宅を
訪れたとき, 森孝行先生だけでなく, 敏子夫人からも生き方を教わった｡ ｢自分
自身の器を大きく持ちなさい｡ 物理的にも, 心も｡｣ という言葉であった｡ いま






は, 私が想定していなかった内容であった｡ ここでは詳しい内容には立ち入らないが, 戸田先生の質問に対する回
答は, 今でも得られていない｡
結城錦一先生, 森孝行先生, 戸田正直先生は, 皆, 学問には厳しい先生方だったが, この原稿を書いていると,
心理学事務室のソファーで談笑されている優しい笑顔だけが思い出されてならない｡ 恩師らのあたたかな“まなざ
し”を感じるのである｡
また私が中京大学学部, 大学院, 学振 (PD) に在籍していた時, お世話になった先生方で本年 3 月に定年退職
された牧野義隆先生 (名誉教授), 現在も在職されている, 鬢櫛一夫先生, 向井希宏先生にもご指導いただいたこ
とにお礼を申し上げたい｡
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写真 3 森孝行先生, 敏子
夫人からの年賀状
2002 年に中京大学を卒業して, 早くも 15 年の歳月が流れた｡ 大学院博士後期課程を含めて 9 年間在籍した母校
も大きく様変わりし, 時折, 大学を訪問しても, 地下鉄や学内で迷うこともしばしばである｡ しかしながら, 卒業
して長い年月を経ているものの, 当時学んだことや様々な体験が色褪せずに今でも鮮明に思い出されるのは, 有意
義な学生生活を送ることができたからであると考えている｡






増え, 心理学という言葉が広く社会に認知され始めた時期であったと思う｡ 同期の仲間にも, カウンセラーになる
ことを希望し, 臨床心理学を学ぶために中京大学に入学した人間が多く見られた｡ このような状況の中, 初学年で,
人間の知覚, 学習, 記憶, 発達, 教育, 社会, 感情, 犯罪, 臨床などといった心理学の幅広い分野と奥深さについ
て知ることができたのは, その後の学生生活において大変貴重であった｡
また, 入学当初に頭を悩ませることになったのは, 心理学統計法であった｡ 今考えると, 心理学を生業にする人
間にとって, 確率や統計, さらには仮説や検定などの考え方を理解することは, 調査結果を他者に伝達する際の有
効な手段であり, 初学年でその基礎を学んでおくことは重要なことと実感できる｡ しかしながら, 文学部に入学し




大学 2 年生になると心理学普通実験演習が始まり, 5・6 名の班毎に 2 週間で 1 つのテーマを対象にして実験を



















査の目的, 方法, 結果, 考察を端的かつ論理的に記述するとった作業を通し
て培った知識や経験は, 現在, 研究論文や報告書を作成する際に非常に役立っ







応用心理学の講義内容を振り返ると, 当時, 名古屋空港で, 中華航空 140
便が着陸時に墜落するという大事故が発生し (1994 年 4 月 26 日), 神作先生から, 事故のメカニズムや, これま
で日本で発生した航空機事故の事例についてご教授いただいた｡ このとき初めて安全に関する心理学について触れ,
交通心理学に興味を持ち, その後の研究人生に繋がっている｡
また, ｢心理学とは果たして社会の役に立つのか｣ といった内容について神作先生からご教授いただき, 多種多
様な価値観が存在する世の仕組みの中で, 心理学に求められているものは何か, さらには研究のあるべき姿は何か
といった問いを考えるきっかけとなった｡ この問いは, 私にとっての永遠の課題であり, 神作先生の応用心理学の
ご講義は, 今もなお, 私の心の中で続いている｡
◆ゼミでの取り組み
2 年生も終わりに近づき, 3・4 年生のゼミを決定するための希望を出すことになり, 交通心理学に興味のあった
私は, 神作先生のゼミを希望した｡ 当時, 学生の間では ｢1 位希望だけ書けばそのゼミに入れる｣ とか, ｢分野が
同じゼミを上位に書けば 1 位希望のゼミになる｣ などの憶測が流れていたことを覚えている｡
希望通り神作先生のゼミに入り, 色彩, 照明, 福祉, 交通などに関わる心理学について多くを学んだ｡ 神作先生
は交通の問題であっても, 照明や福祉の事例を交えてお話されることが多く, 講義の内容についていくことで精一
杯であったが, 決して学生を叱ることなく, 穏やかな雰囲気で講義をされていた｡ また, ゼミでは, 心理学関係の
学会について色々とお話を聴くことができ, 3 年生のときに応用心理学会に初めて参加した｡ 少しでもお金を使わ
ず学会に参加するため, 友人と青春 18 切符を使って長い時間かけて東京まで往復したことは, 学生時代の良い思
い出である｡ この応用心理学会は, 次の年 (1996 年) には, 第 63 回大会として中京大学で開催され, スタッフと
してお手伝いをさせていただいた｡ お手伝いの合間に, 先生方の発表やシンポジウムを拝聴し, 最新の研究動向を
知ることができ, さらに, 学生時代に裏方から学会の雰囲気を味わえたことは, 今でも大きな財産となっている｡
ゼミでは, 先輩の卒業論文のお手伝いとしてデータの入力や整理なども行った｡ 当時は今ほどパソコンが普及し
ておらず, 私を含め多くの学生がゼミに入って初めてパソコンに触れる状況だったと思う｡ また, 各ゼミに
Windows 95 が導入され, 5 インチフロッピーから 3.5 インチフロッピーが主流となりつつある時代であった｡
Windows 95 や 3.5 インチフロッピーは現在殆ど見ることもなく, 秋葉原の電気街などでたまに見かけると, 懐か
しい気持ちでいっぱいになる｡
4 年生に近づくと, 卒業論文のための研究テーマの選定に苦労した｡ 応用心理学は, 社会の諸問題を心理学的観
点から記述, 説明, 予測, 制御 (対策) することが基本となるが, 学生にとっては社会の心理学的な諸問題を理解
することは難しく, さらに現場のデータを取得することも困難なため, 研究テーマ案を思いついては消えの作業を
何度も繰り返した｡ 神作先生との相談の結果, 最終的には交通文化に関するアンケート調査を実施することになっ
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図 1 当時の普通実験演習の手引き
たが, このテーマは私のライフワークの一つとなっている｡ 卒業論文を書く段には, ゼミ室にこもり朝から晩まで
データの入力と分析, 参考文献の整理, さらには論文の作成を行った｡ 寝不足の日々が続いたが, 教務課に論文を
提出した際には, 何とも言えない充実感を大いに味わうことができた｡
◆大学院時代
応用心理学についてさらに学びたく, 大学院に進んだ｡ 当時は, 臨床心理学, 実験心理学, 応用心理学の 3 分野
に分かれており, 臨床心理学の大学院生が最も多く, 次いで実験心理学, 応用心理学分野の院生は少数であった｡
同期も臨床心理学専攻の院生が多く, 応用心理学をご担当されていた河合悟先生, 成定康平先生, 神作博先生のご
講義をほぼマンツーマンで受講するという大変贅沢な時間を過ごさせていただいた｡
神作先生からは, 学部時代よりも深く, 照明, 色彩, 福祉, 交通などの様々な分野の諸問題について心理学的な
観点からのアプローチについてご教授いただいた｡ 先生のご講義を通して, 分野は異なるものの, 世の中の諸問題
は, 社会の経済性や情勢などの仕組みによって規定されるという点で同じであり, 心理学的な対策を講じる場合に
は, この仕組みを理解することが求められ, 心理学の応用と応用心理学の違いを明確に意識することができた｡ ま




た｡ 例えば, 船舶同士の衝突の問題を考える場合, 船の存在を知らせる灯火の明るさの閾値が重要となるが, 時間
や資源が限られた現場の中でこの閾値を調べるには, 実験室内のように完全な実験手法に拘るのではなく, 上昇系
列のみを施行すれば良いなどの視点をお教えいただいた｡
成定先生は工学部のご出身で, 松下電気産業 ㈱ 照明研究所でご勤務された後に, 中京大学に着任された｡ 成定
先生からは, 国際基準や標準を策定する際のデータの考え方についてお教えいただいた｡ また, 自分の考えを主張
しつつも, 他者を尊重して議論する実践を経験させていただいた｡
以上の 3 名の先生方の他に, 向井希宏先生のご講義を拝聴する機会にも恵まれ, 産業心理学を中心として多くの
ことをお教えいただいた｡ 作業者の熟練過程のお話は, 自動車運転の習熟を考える上で大変勉強になった｡





現在, 私は日本自動車研究所に所属し, 道路交通事故を防ぐための諸研究を行っている｡ 同僚はほとんど工学系
出身者である｡ 全く異なる分野の人間と研究を進める上で, 中京大学の応用心理学領域で身に付いた ｢心理学を俯
瞰的に見る力｣ や ｢文学部力｣ は, 他分野の研究者と議論する上で大きく役立っている｡
私が在籍した頃の心理学科は, ｢教授は一流, 学生は三流｣ と言われていた｡ このような学生に対しても人格を
尊重し, 学生の意見を親身になって聴いていただいた先生方のお陰で, 今の自分が存在していると考えている｡ ま
た, 当時三流と言われた私たちであったが, 集中講義などでお見えになられる外部講師の先生方からは, ｢中京大





中京大学の心理学科が創立 50 周年を迎えるにあたり, かつての臨床心理学領域についての思い出を語る小文を
依頼された｡ 私が中京大学に赴任したのは 1979 年 (昭和 54 年) の 4 月のことだから, もう 40 年近い前のことで
ある｡ 以来 35 年間定年を迎えるまで, 文学部心理学科・心理学部心理学科に勤め, 私の社会人としての人生のほ
とんどを中京で暮らしてきた｡ 一ヶ所に腰を落ち着けて長く勤められたことは私の望むところであり, とても幸せ
なことだった｡ 50 年と云えば, 今の在学生のご両親が生まれた頃に, 学科は創立されたのである｡ この長い半世
紀の間に, 心理学科には親子二代で学んだ人たちが何組もいた｡
山手通り側から校内に入る煉瓦模様の階段は今も健在で, 学園祭の時は毎年趣向を凝らしたアーチを見ることが
できる｡ ｢梅村学園｣ と学園名が記された門の両脇には桜の木があり, 入学式前後には花を咲かせ風情のある入口
であった｡ 上って校内に入ると, 正面が 4 号館で, 建物に向かって左側は教務や学生課だった｡ 右手前には楕円形
に囲まれた植え込みがあり, 大きな木もあったように記憶している｡ 3 号館に沿って進むと, 体育館, 本館, 1 号
館, 2 号館がありその先はもう興正寺の敷地であった｡ 階段を上った左手には 5 号館, 研究棟, 7 号館と会議棟が
あった｡ 当時のキャンパスは, 今からは想像も出来ないほど質素でこぢんまりとしていた｡ 心理のエリアの裏にあ
る 3 号館別館は当時からあり, 心理の先生方の研究室やゼミ室であった｡ 研究室から眺める興正寺の森は今と変わ
らず鬱蒼として, とても落ち着いた景観だった｡ その後, 建物の改築・新築や学部学科の改組を行い, 大学は ｢ロ
ケット・シューティング｣ と表現して良いほど目覚ましい発展を外見も内面も遂げ今に至っている｡ それに伴い大
学への地元や周囲からの評価も非常に高くなり, 入学の難易度も上がって, 優秀な学生が望んで入学してくるよう
にもなった｡ 同窓会などで ｢子供が心理を学びたいと希望しているが, 容易に入れなくて……｣ という卒業生の嘆
きもしばしば耳にする｡ この背景には, ｢ストレス社会｣ ｢心の時代｣ と云った社会情勢ばかりではなく, ｢良い大






理療法家であった空井健三先生が双璧でおられた｡ 助手は三和啓二 (八事病院) さん, 院生に田形修一 (広島国際
大学) さんがおられた｡ 大学院も今のように大きくはなかった｡ 田形さんは片口先生の愛弟子で, 目がご不自由だっ
た片口先生の側でよく学び, よくお世話をされていた｡ 当時の大学院は在籍者も少なく, これも今と比較すると信
じられないほど小ぶりな組織だった｡




するための心理査定 (アセスメント) を一方の軸にそして他方の軸に一つの援助理論に偏ることなく, いろいろな



























た｡ 日本でロールシャッハ・テストを 1950 年代初頭より体系的に研
究し, その業績を次々に発表し, 30 代で医学と文学の二つの学位
(博士) を得ておられた｡ ｢心理診断法詳説｣ は 33 歳の時のご著書で




るんです｣ とおっしゃった｡ そして優しく ｢どちらも間違っていませんよ｣ と｡ 以来私も, スコアを尋ねられた時



























空井先生, 田中先生とのお付き合いは長いが, お二人はお酒もお好きで, 飲
んではカラオケのマイクを手によく歌を歌われた｡ 空井先生にとっては, 日本
初の ｢心理学部｣ の立ち上げの実務と田中先生にとっては, ｢新日本版 MMPI｣
標準化作業の合間の息抜きであったようだ｡
先日, 卒後 30 年になるのを記念して, 温泉地で一泊の私のゼミの同窓会が
あった｡ 当時は, 学生は九州・沖縄や東北・北海道からも来ていて, 地元の方
がむしろ少なかった｡ 出身地で教職の実習をする学生の指導と実習校への挨拶
で遠くへ出かけることも多かった｡ 同窓会には 10 名ほどが集まってくれた｡
関東や関西から駆けつけて来てくれた彼らは皆, 卒業以来ずっと途切れること
なく仕事を続け, 流通 学校司書 臨床心理士 特別支援学校の先生として 30
年を経ても活躍していた｡ 学科が 50 周年を迎えることを話すと, ｢卒論は皆で
対人距離の研究をしたが, 仕事で心理学が役立っている｣ ｢本来の職務以外に
カウンセラーのような役割を期待され, 頑張って対応している｣ ｢卒後, 段々
心理学科へ入るのがむつかしくなったそうで, 職場で中京の心理を出たと云う
と評価が上がる｣ などの声が聞かれた｡ 本当に頼もしい社会人となった彼らと会って, 改めて人の ｢縁｣ の不思議
さと貴さを実感した｡
今までの 50 年は上り坂の 50 年だったように思える｡ 努力を要したが, 徐々に評価を得ることができたのではな
いだろうか｡ これからの 50 年はどのような道のりなのであろうか？
私の友人は ｢出身大学は, 航空母艦のようなものだ｣ と云う｡ ｢飛び立った一人一人が補給のために母艦に戻っ
て来る｡ 艦にいる要員 (大学の教職員) は私たちが戻って来るのを待っていてエネルギーを補給してくれる｡｣ ｢そ
のような関係を構築している大学が, 飛行士やこれから飛行士になりたいと願う人から信頼され評価される｣ ので
は……と｡ 心理学科の 50 年は卒業して行った人たちの努力によってその名実を支えられている｡ これからの 50 年
に携わる心理学科の関係者は, そのことをいつも心に留めておいて欲しい｡
片口安史 (1960) ロールシャッハ・テスト 心理診断法詳説. 牧書店
MMPI 新日本版研究会 (1997) MMPI 新日本版の標準化研究. 三京房
鈴木睦夫 (1997) TAT の世界―物語分析の実際. 誠信書房
(中京大学名誉教授)




私が文学部心理学科に入学したのは 1982 年 (昭和 57 年) である｡ 心理的な援助をする仕事をしたいと, 漠然と
思って進学した｡ まだ心理学を学べる大学も少なく, 臨床心理士という名称もない頃で, 知人に ｢占い師になるの？｣
などと言われたこともあった｡ 大学に入学して 4 年間, 高校までの勉強と違い, ｢心理学は面白い！｣ と感じられ
たことが何よりもの収穫であった｡ その後大学院に進学し, これまで臨床心理士として, 病院や学校そして中京大
学臨床心理相談室で, 心理アセスメントや臨床心理面接の仕事をしてきた｡ 今回振り返ってみて, 本学の大学・大
学院において臨床心理学はもちろんのこと, 実験や理論など, 幅広く心理学を学んだことが現在の仕事にもつながっ
ていると, 改めて感じた｡ また, 先生方から様々な教えを受け, さらに, 多くの同窓生にも支えられ励まされて今
があるとの思いを新たにした｡
学部生時代の忘れられない講義の一つに河合悟先生のものがある｡ 心理学研究
法Ⅱという, 必須科目ではない講義だったが, 先生は, 一般に言われていること
に対して, 本当にそうなのかと疑い, 深く考える姿勢を示され, 心理学というだ
けでない, 根本的なものの考え方を教わった｡ ものを考えるということがこんな
にも面白いのかと思った｡ 一般に常識とされていることに対し, これまで抱いて
きた ｢何となくおかしい｣ との違和感にはわけがあり, ｢良さそうに言われてい
ることが, 良いこととは限らない｣ とのお話により, 霧が晴れて地に足がつく思






のことをおっしゃったのをきいて, それならまず実験心理学を学んでみようと思った｡ この考え方は, 当時の心理
学科の基本的な教育姿勢でもあったのではないかと思う｡ 心理学という学問の基
本をきちんと学ぶように指導を受けたのは, 非常にありがたいことであった｡
3 年生からのゼミでは, 加川元通先生のもとで, ラットの実験モデルをつくる
実習を行なった｡ 30 匹ほどのラットを毎日世話し, 与えた水とアルコール溶液
の計量をするという地味な日々であった｡ 相手は生き物なのでお盆も正月もない｡
｢実験は仮説をしっかりと組み立てて, 根拠をきちんと述べること｡｣, ｢結果の測
定については厳密であること｡｣ など, 加川先生一流の厳しさで, 少人数のゼミ
で逃げ場もなく (？), しっかりと仕込まれた｡ しかし, 当時は厳しいと感じて
いたが, こうした経験は, その後取り組むようになった臨床心理面接において,
背骨として自分を支えてくれていると, 今は思う｡ クライエントの方にお会いし













を借りるという面白い一面ももっていらした｡ 人の知覚, 認知という過程を扱うのが心理学なのだという, 当たり
前のことに改めて目を向けさせられる, 非常に刺激的な講義を受けることができた｡ それにより知覚心理学にも興
味を持ち, 森ゼミの先輩の実験の被験者をさせていただいたことも, 楽しい経験であった｡ さらに, 勉強会では学
部生と大学院生の交流もあり, 先生を通じて, 講義だけではない幅広い学びの機会が得られたのは幸いであった｡
空井健三先生は, いうまでもなく心理アセスメントや心理療法の大家であり, 学生にとっては畏れ多い存在でも
あったが, 心理アセスメントの講義のときに, ご自分の子どものころの絵を持参され, 描画テストの説明をしてく
ださったことがあった｡ とてもお上手な絵に驚きつつも, 先生に親しみを感じたものであった｡ 落語がお好きな先
生に, ｢落語に出てくる横丁のご隠居さんのような臨床家になりたい｣ と話し, おもしろがっていただいたのも懐
かしい｡
ロールシャッハ法の本邦のバイブル ｢心理診断法｣ の著者である片口安史先生とは, 先生がご病気だったことも
あって, お目にかかったのは大学院生時代に一度だけであった｡ 先生が大学にいらした日には, 先生の研究室に大
勢で詰めかけた｡ 間近に接すると, 包まれるような印象で, 大きく優しいお人柄が感じられた｡ その頃には目がご
不自由であったが, 学生がロールシャッハテストの事例を発表すると, ありありとイメージされているのが伝わっ
てきて, そこから的確なご指導があり, 感動するとともに, しっかり研鑽を積まなくてはと身が引き締まる思いが
したものであった｡
大学院では鈴木睦夫先生のもとで, 臨床心理学を学んだ｡ 先生のご専門であった TAT は, 少しずつ理解が進む
ほどに面白くなり, 先生には頻繁に事例検討会などをしていただいた｡ 勉強の場では上下関係にこだわらず, 自由
な発言を歓迎してくださった｡ 未熟な発言に対しても丁寧なご指摘があり, 多くの気付きや発見があった｡ ただ,




また, 鈴木先生の学生時代, 心理学を専攻される以前に, 農学部水産学科で学んでおられたころの経験談や, 得








今更ながらありがたく思う｡ この研究会では, TAT という心理アセスメン
トの勉強ということだけでなく, アセスメントを通して人間を理解するとは
どういうことかを学ぶことができ, また, 自分自身のものの考え方や捉え方
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TAT 研究会 20 周年記念大会で
コメントする鈴木先生
であった｡ 2010 年に先生がご逝去されるまえに 20 周年記念大会を開催できたのは幸いであった｡
先生が亡くなる前日まで取り組まれていた TAT のご研究が, 八尋華那雄先生が管理責任者となり, 明治大学の
高瀬由嗣先生, 鹿児島大学の関山徹先生のご尽力により論文にまとめられた｡ それを中心に, 多くの先生方の寄稿
により, 中京大学心理学部・心理学研究科紀要に鈴木先生追悼号が発行された (中京大学心理学部・心理学研究科
紀要 12 (1) 2012 年)｡






から, 学会などで再会し, それぞれの職場で活躍している様子をうかがうのはうれしい瞬間であるとともに, 社会
に貢献していく人材を送り出してきたという歴史の重さも思い起こされる｡
大学院生が研修先などで, ｢中京大の学生さんなら面接だけじゃなくて, 心理テストも頼めるね｣ と言われた,
という話を耳にすることがある｡ これは, 心理学科, 心理学部の先生方のご指導による, 創立 50 周年の歴史の積
み重ねのたまものであり, 諸先輩方が作ってこられた実績に基づく信頼である｡ 今後も大切にしていきたい伝統で
ある｡









筆者が, 中京大学心理学部に赴任したのは 2002 年, 文学部心理学科を改組して心理学部が誕生した 2000 年から
2 年がたち, 3 期生が入学した年であった｡ 学部の改組直後にはよくあることだが, 当時の心理学部には, どの領
域にも名立たる著名な先生方が幾人もいらして, まだまだ若造だった筆者は, とんだ場違いなところへ来たものだ
と足元がすくむような思いであった｡
改組前の文学部心理学科は, 実験心理学領域, 応用心理学領域, 臨床心理学領域の 3 本柱からなり, 発達心理学
領域は, 改組を機に 4 本目の柱として登場した, まだ歴史の浅い領域であった｡ はじめに, 筆者の赴任当時, 各領
域にどういった先生がいらしたか振り返ってみたい｡ 実験心理学領域には, 森孝行先生, 加川元通先生, 平田昭次
先生, 牧野義隆先生の 4 名がいらした｡ 当時は, 鬢櫛一夫先生が助手をなさっていた｡ 応用心理学領域には, 神作
博先生, 和気典二先生, 向井希宏先生の 3 名がおられ, 高橋伸子先生 (現・愛知淑徳大学) が助手を務めておられ
た｡ また, 臨床心理学領域には, 空井健三先生, 鈴木睦夫先生, 久野能弘先生, 深津千賀子先生, 八尋華那雄先生,
永田法子先生の 6 名もの先生がいらしたのに加えて, 助手も苅和忠史先生, 川西陽子先生の 2 名体制であった｡ 発
達心理学領域は, 先述の通りまだできたばかりで, スタッフも辻敬一郎先生と古澤頼雄先生のお二人だけであった｡
発達領域には助手も置かれていなかった｡ ちなみに, 発達領域に助手のポストができたのは, 筆者の赴任よりさら
に 3 年あと, 2005 年度のことである｡ いずれにせよ, 筆者は発達心理学領域の三番手のゼミ担当教員として心理
学部に赴任した格好になる｡
以上ざっと, 筆者が赴任した当時のスタッフの名前を列記したが, 冒頭にも書いたように, どの先生も第一線で
ご活躍の方ばかりで, 年齢層も上のほうに集中していた｡ 筆者は当時 30 代前半だったが, ゼミ担当教員としては,
筆者に次ぐ若手が永田先生, その上が向井先生といった具合であった｡
他領域の先生方との想い出の一端
筆者は, 生まれも育ちも関西で (生まれは京都, 育ちは大阪), 中京大学に赴任するまでかの地を離れたことは
なかった｡ 最初, 名古屋への転出が決まった時には, これほど長く, この中京大学に籍を置くことになるとは想像
もしなかったが, 意外にすんなりと名古屋の土地に慣れ, 気持ちよく教員生活を送って来られたのは, 周りの先生
方に恵まれたからにほかならない｡ 後で改めて紹介するが, 発達領域の辻, 古澤両先生にはことのほか可愛がって
いただいたし, 他領域の先生方にも随分とお世話になった｡
すべての先生お一人おひとりについてここで語る紙幅はないが, 当時のことを振り返りながら, まずは他領域の




なかった｣ としきりに驚かれたのが面映ゆく感じられ, しかしいっぽうで, 先生の優しいお人柄や柔らかい雰囲気
に触れて, 緊張と不安しきりだった筆者にはほっとする瞬間となった｡ 平田先生は, バイオリンの演奏家の娘さん









タイガースの話をしたことがきっかけだったように思うが, その後, 神作先生とは, キャンパス内でお会いするた
びに, ｢昨日の試合は｣ ｢今年の阪神は｣ といった話題でよく盛り上がった｡ 赴任前から先生のお名前はよく存じ上
げていたが, その著名な先生と野球の話題で気さくにお話ができたことが, たいへんうれしかった｡
もう一人, 空井健三先生の思い出もここで紹介したい｡ 空井先生は, 言わずもがな臨床心理学の重鎮も重鎮, た
いへん有名な先生でいらしたが, 発達領域の古澤先生と大学時代からの長いお付き合いでいらして, 筆者もよく,
このお二人の先生がたとお昼ご飯をご一緒した｡ お二人とも, 平日は名古屋に滞在し, 週末になるとご自宅のある
東京へお帰りになる生活を送っていらして, お二人の名古屋での“下宿”先も近くであったように記憶している｡
ランチに出かけるのは, いまも大学のはす向かいにある“にりん草”であった｡ 最近は仕出し専門のようだが, 当
時はお昼になると定食を出していた｡ 古澤先生は焼きサバ定食, 空井先生は豚の生姜焼き定食をよく召し上がって
いた｡ お昼をご一緒しながら, 授業やゼミの学生の話などたくさんのことをおしゃべりした｡ 夕ご飯は, 古澤先生
は, ジャスコ (いまはイオンになっているが) で惣菜を買い込んでアパートで済ませておられたようだが, 空井先
生は, 夜もにりん草にいらして, お酒を飲みながら, ときにカラオケも楽しんでおられたと記憶している｡
辻先生, 古澤先生のこと
筆者がこの中京大学に赴任することになったきっかけの一つは, 発達領域の辻先生, 古澤先生のお二人が, いず
れも筆者の前任校 (大阪大学) での上司 (南徹弘先生, 現・大阪成蹊短期大学) と親しい間柄にあったことに尽き
る｡ 中京大学への赴任が決まった直後, 辻先生とお目にかかる機会を得て, ほんの短い時間だったが, 暖かい言葉
をかけてくださったことが今でも心に深く刻まれている｡
辻先生は, 周知のとおり, スンクスをはじめ小型の動物を使った実験研究でたくさんの功績を残されており, 加
えて人間の知覚研究の分野でも有名でいらした｡ 専門分野といえば, 発達心理学というより実験心理学ということ
になる｡ なぜ先生が発達領域のスタッフだったかというと, 一つには, 発達領域のスタッフの人数が少なく, 学部
全体のバランスを考えてということがあっただろうし, 先生ご自身, ｢発達｣ には無から何かが生まれるという側





み, 発表会でも鋭い質問の連続で感心したものである｡ 卒業後も, 辻ゼミの学生はよく辻先生を囲んで食事会を開
いたり, ときには辻先生のご自宅を訪問したりもして, 独特の結束感を醸し出していた｡
もう一人, 発達領域におられた古澤先生との思い出は尽くせないほどある｡ 筆者が心理学部に赴任したときは,
そもそも古澤ゼミに入ることが決まっていた人を数人 (正確には 5 人), 当ゼミで引き受けることになったのだが,
そうした事情もあって最初のころは, 古澤ゼミと合同で活動することが多かった｡ ハロウィンパーティー, クリス
マス会など, 勉強以外のイベントもよく行った｡
もう一つ, よく覚えているのは, 古澤先生の発案で始まった ｢発達心理学勉強会｣ という集まりである｡ Study
Group of Developmental Psychology という英語表記も作って, 当時は頭文字をとって ｢SGDP｣ などと呼んで
いた｡ メンバーは, 古澤ゼミと筆者のゼミの有志の院生や学部生, また他領域のゼミからも勉強熱心な学生が何人
か参加していた｡ この勉強会は, 古澤先生が退官されるまで続いたが, 多いときには 20 人を優に超えるほどであっ
た｡ 集まりは隔週木曜日, 夕方 6 時ごろからで, 院生を中心とした 5～6 人からなる班を単位にして, 生涯発達心
理学の英書をパワーポイントで発表し, その内容について皆で議論していた｡ この勉強会に参加したことがきっか
けで大学院への進学を決めた学生もおり, とてもいい刺激だったようである｡
この勉強会メンバーでも, よく飲み食いをした｡ 定番はワイン会である｡ 古澤先生ご自身は, あまりお酒がお強
くなかったが, ワインのことには一家言をお持ちで (特にカリフォルニアのワインを好まれた), いいワインが手
発達心理学領域が誕生したころの想い出 (小島 康生)
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に入ると, みなで集まって楽しいひと時を過ごしたものである｡ 勉強会を終えた後だったりすることもあり, 夜,
遅くまでおしゃべりをして過ごした (写真 1 は, 当時のワイン会の様子, 一番奥にいらっしゃるのが古澤先生)｡
勉強会メンバーでは, 泊りがけの合宿にも何度か出かけた｡ 大学の青木湖セミナーハウスへ行くのが定番で, 運
転手さん付きのバスを借り切って現地へ出かけ, 文献講読の発表会を行ったものである｡ ご存知の方もいるかと思
うが, 青木湖セミナーハウスは目の前がゲレンデで, スキー好きにはたまらないロケーションなのだが, 2 日滞在
して, 結局スキー板は一度もはかず, ただ勉強会だけやって帰ってきたこともあった｡ いま思えば, よく学生たち
が付いてきてくれたものである (写真 2 は, セミナーハウスでの集合写真, 前列中央が古澤先生)｡




その後, 古澤先生は, 定年ののちわずか 4 年足らずで, ご病気のために亡くなられた｡ ご家族のご意思もあって,
通夜にも葬儀にも伺えなかったのだが, 古澤ゼミの卒業生の呼びかけで“偲ぶ会”を行い, そこには, ゼミの卒業
生のほか, 先生の前任校 (東京女子大学) での教え子で, 発達領域の初代助手でもあった塚田みちる先生 (現・神
戸女子短期大学) も駆けつけてくださった｡ たしか遠方から来た人も含めて 20 名以上が集まり, お元気だったこ
ろの古澤先生の思い出話に花を咲かせたものである｡
おわりに
心理学部では, 2006～2008 年ごろにかけて改組直後のスタッフが次々に定年を迎え, 改組当時から残っている
教員はわずかとなった｡ だが幸い, 研究, 教育に熱心な教員を次々に迎え, 様々な点でバランスのよい布陣が整い
つつある (筆者も, 赴任当初は圧倒的に若手であったものが, いつのまにか中堅どころになってしまった)｡
発達領域としても, 辻先生, 古澤先生がそれぞれ退官された後, 2006 年度からは水野里恵先生, 2007 年度には
鯨岡峻先生が着任され, 鯨岡先生の退官後は, 川島大輔先生をスタッフに迎えた｡ 筆者は, 2005 年に刊行された
紀要の ｢心理学研究科完成記念特別号｣ に寄せて, 歴史の浅い発達領域を他の領域に負けないよう 4 本目の太い柱
へと育てていきたいという抱負を述べている (小島, 2005)｡ あれから 10 年以上がたった｡ この間, 発達領域のゼ
ミの卒業生はおそらく 120, 30 人を優に超え, 大学院の修了生も少しずつ増えて各方面で活躍している｡ 本号の原
稿執筆を機に, 発達領域のさらなる発展をめざして, ますます研究, 教育に力を注がねばと思いを新たにした次第
である｡
引用文献




2017 年の今, 中京大学文学部に心理学科が設立されて, 50 年を経たことになる｡ その間に学科から学部へと発





ものであった｡ 長年の経緯を経て, 2016 年に公認心理師という国家資格に関する法律が国会で承認され, この悲
願は実現することになった｡
この公認心理師法は, 2017 年秋頃には施行され, 2018 年の冬頃には第一回の資格試験が実施される予定である｡
しかし, この原稿を書いている 2017 年 5 月現在にいたっても, 同法にもとづく養成課程制度の具体的姿について,
厚生労働省・文部科学省の検討委員会はいまだ協議中であり, 公認心理師の養成制度は完全には確定していない状
況である｡
現在のところ素案にすぎない形であるが, ほぼ確定であるのは, 以下の点である｡ 1 つめは, 養成課程において,
学部 4 年間で必修の科目をかなり修めなければならないこと｡ 既存の ｢臨床心理士｣ 資格では, 学部教育ではなく,
大学院教育を重視していたことからすると, この点は大きな違いである｡ 2 つめは, 公認心理師の受験資格を得る
には, 前述の学部教育を修めたうえで, 大学院において特定の科目教育 (長時間の実習科目を含む) を受けるとい
うルートだけでなく, 学部教育終了後, 実務経験 (研修プログラムを含む) 2～3 年を経験するルートでも可とな
ること｡ 臨床心理士の場合は, 指定された大学院を修了する必要があったが, 公認心理師養成では大学院教育を経
ずに, 現場実務経験で同資格を取る方法が選択肢として用意されているのである｡ さらに, 現在の検討委員会では,
大学学部での心理学教育を, 大学ではなく専修学校課程での修得でも可とする案も決まった｡ そうすると, 専修学
校で心理学教育を受け単位をとり, その後実務経験を積んで公認心理師をとるという, 大学・大学院で全く教育を




ちなみに, 現時点での必修カリキュラム案を見ると, 学部では ｢心理学特別研究｣ や ｢卒業研究｣ は含まれてい




近年は, 資格取得が, 受験生を集める大学のセールスポイントとなる趨勢があるが, こうした公認心理師資格の
養成制度案に鑑みて, 懸念が浮かぶ｡ それは, 学部教育が, 資格取得のための学びに重きを置きすぎるようになり,
幅広い教養を身につけ, そのうえで専門的学問としての心理学の役割や機能を修得するという前提が, なおざりに
なるのではないかという心配である｡
最近, 受験生とその保護者から, ｢中京大学心理学部では, 公認心理師資格取得にどれぐらい力を入れています
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ち教員に課せられていることを意味している｡ しかし, 上述したような養成課程の制度設計の中で, こうしたミッ
ションをどれぐらい維持できるか, 予断を許さないように思う｡ 個人的には, 本学部において, 質の高い教養教育
と専門教育を統合して併存させていく姿勢は今後も堅持していきたいと考えている｡
2. 長期的展望
大学で働く者にとって, 大きな課題となっているのは, ここ 10 年間横ばいであった 18 歳人口が, 2018 年から
ゆるやかな減少へ転じることである｡ すでに現在でも比較的小規模な大学で入学定員を満たせない状態が続くとこ





公式な形で機能していることが多く, そこで, 就職・転職情報や研究知見の情報交換が行なわれ, あまり表に出な
い形であるが, 確度の高い情報をいち早く手に入れるアドバンテージとなっている｡ 中京大学でも, 学部をまたがっ
た形での同窓会組織は校友会本部はじめ各県支部等で幅広く機能しており, さらにまた中京大学出身で, 小中高の
学校で教員をしている方々の組織や, やはり本学出身で警察官をしている方々の組織もあり, 当該分野で一定の機
能を果たしていると仄聞している｡ 今後, 心理学科・心理学部出身の方々による, 専門領域に根ざした活動の発展
と交流を期待したいところである｡
本学心理学部では, 心理学を修得した, 多様な人材育成を使命としており, 今後もそのミッションを果たしてい
きたいと考えている｡ 心理学部として学部を維持し, さらに心理学研究科として博士後期課程までのコースを併存
し続けることは, 広く社会に貢献する社会人養成という課題と, 専門性の高い研究体制を維持するという課題とを,









年 度 文学部長 心理学科主任教授 文学研究科長
昭和 41 年 文学部 (国文学科, 英文学科, 心理学科) を
開設
結城 錦一 結城 錦一
昭和 43 年 土橋 文夫
昭和 46 年 大学院文学研究科心理学専攻修士課程を開設
昭和 48 年 角谷辰次郎
昭和 50 年 加藤 等
昭和 51 年 加藤 等 森 孝行
昭和 52 年 鶴田 正一
昭和 53 年 大学院文学研究科心理学専攻博士課程を設置 加藤 等
昭和 56 年 田下 優 神作 博
昭和 58 年 空井 健三 田下 優
昭和 59 年 加川 元通
昭和 61 年 森 孝行
昭和 62 年 神作 博
昭和 63 年 長谷川 端
平成 元 年 八尋華那雄
平成 2 年 長谷川 端 空井 健三
平成 3 年
平成 4 年 原 昌
平成 7 年 田中富士夫
平成 8 年 菅野 雅雄
平成 9 年 片山 厚
心理学部長 心理学研究科長 文学研究科長
平成 12 年 心理学部 (心理学科) 開設 空井 健三 中野 圭二
平成 13 年 神作 博
平成 14 年 心理学研究科 (心理学専攻) 修士課程, 博士
課程を開設
空井 健三 辻 敬一郎





平成 20 年 向井 希宏 鈴木 睦夫
平成 22 年 向井 希宏 鈴木 睦夫
八尋華那雄
平成 24 年 坂井 誠 向井 希宏
平成 26 年 坂井 誠 尾入 正哲
平成 28 年 神谷 栄治 向井 希宏
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着任年度 氏 名 学 部 研 究 科
昭和 41 年 結城 錦一 教授 昭和 52 年退職 名誉教授
原 吉雄 教授 昭和 47 年退職
加藤 等 教授 平成 9 年退職 名誉教授
武田 徹 助教授 平成 12 年所属変更 名誉教授
梅村 清弘 助教授 昭和 42 年所属変更 名誉総長
河合 悟 助教授 平成 9 年退職 名誉教授
昭和 43 年 角谷辰次郎 教授 昭和 51 年退職
神作 博 助教授 平成 19 年退職 名誉教授
加川 元通 講師 平成 22 年退職 名誉教授
昭和 44 年 佐原 六郎 教授 昭和 50 年退職
岩脇 三良 教授 昭和 55 年退職
片口 安史 教授 平成元年退職 名誉教授
昭和 45 年 空井 健三 教授 平成 18 年退職 名誉教授
昭和 46 年 鶴田 正一 教授 昭和 58 年退職 名誉教授 結城 錦一 教授








昭和 47 年 後藤 倬男 助教授 昭和 49 年退職
昭和 48 年 西村洲衛男 助教授 昭和 53 年退職
福井 嗣泰 助手 昭和 56 年退職
昭和 49 年 牧野 義隆 助手 平成 29 年退職 名誉教授
酒木 保 助手 昭和 60 年退職
昭和 53 年 平田 昭次 助教授 平成 25 年退職 名誉教授 林 蔵 教授
三和 啓二 助手 昭和 57 年退職 昭和 58 年退職
河合 悟 教授
加川 元通 教授
昭和 54 年 八尋華那雄 助教授 平成 25 年退職 名誉教授 朝比奈一男 教授
昭和 57 年所属変更 名誉教授
鈴木 睦夫 講師 平成 22 年退職 藤松 博 教授
昭和 58 年所属変更 名誉教授
昭和 56 年 市原 茂 講師 平成 3 年退職
伊田 政司 助手 昭和 59 年退職
鬢櫛 一夫 助手 現教授
昭和 57 年 田形 修一 助手 平成 13 年退職 八尋華那雄 教授
平田 昭次 助教授
昭和 60 年 向井 希宏 助手 平成 3 年退職
白石 秀人 助手 平成 5 年退職
昭和 61 年 牧野 義隆 助教授
鈴木 睦夫 助教授
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着任年度 氏 名 学 部 研 究 科
昭和 62 年 戸田 正直 教授 平成 7 年所属変更 名誉教授 戸田 正直 教授
昭和 63 年 小笠原秀美 助手 平成 2 年所属変更
平成 元 年 川端 信男 教授 平成 2 年所属変更
白井 英俊 助教授 平成 2 年所属変更
平成 2 年 田中富士夫 教授 平成 13 年退職 田中富士夫 教授
平成 3 年 成定 康平 教授 平成 12 年退職 成定 康平 教授
高橋 伸子 助手 平成 15 年退職
平成 5 年 松瀬 喜治 助手 平成 12 年退職
平成 9 年 向井 希宏 助教授 現教授
平成 11 年 和氣 典二 教授 平成 19 年退職 和氣 典二 教授
平成 12 年 久野 能弘 教授 平成 19 年退職 久野 能弘 教授
古澤 雄 教授 平成 19 年退職 古澤 雄 教授
辻 敬一郎 教授 平成 18 年退職 辻 敬一郎 教授
深津千賀子 教授 平成 18 年退職 深津千賀子 教授
永田 法子 助教授 現教授
川西 陽子 助手 平成 17 年退職
平成 13 年 苅和 忠史 助手 平成 17 年退職
平成 14 年 小島 康生 助教授 現教授 永田 法子 助教授
平成 16 年 河本健一郎 助手 平成 20 年退職 小島 康生 助教授
平成 17 年 長屋佐和子 助手 平成 21 年退職
明翫 光宜 助手 平成 20 年退職
塚田みちる 助手 平成 21 年退職
平成 18 年 水野 里恵 助教授 現教授 鬢櫛 一夫 助教授
神谷 栄治 助教授 現教授 水野 里恵 助教授
馬場 史津 助教授 現教授 神谷 栄治 助教授
成本 忠正 助手 平成 20 年退職 馬場 史津 助教授
平成 19 年 岸田 孝弥 教授 平成 24 年退職 岸田 孝弥 教授
鯨岡 峻 教授 平成 26 年退職 鯨岡 峻 教授
坂井 誠 教授 坂井 誠 教授
尾入 正哲 教授 尾入 正哲 教授
平成 20 年 矢野 円郁 助教 平成 24 年退職
犬飼 朋恵 助教 平成 24 年退職
平成 21 年 渡部千世子 助教 平成 25 年退職
平成 22 年 近藤 孝司 助教 平成 26 年退職
平成 24 年 河原純一郎 教授 平成 27 年退職 河原純一郎 教授
松本友一郎 講師 現准教授 松本友一郎 講師
明翫 光宜 講師 現准教授 明翫 光宜 講師
下村 智斉 助教 平成 28 年退職
宮 由樹 助教 平成 28 年退職
平成 25 年 長谷川有香 助教
平成 26 年 川島 大輔 准教授 川島 大輔 准教授
首藤 祐介 助教 平成 29 年退職
平成 28 年 高橋 康介 准教授 高橋 康介 准教授
吉本 早苗 助教







名 前 所属等 (当時)
1987 年 5 月 27 日 杉山 善朝 札幌医科大学 老人の生きがい
1987 年 11 月 5 日 春木 豊 早稲田大学 行動とそのコントロール
1988 年 6 月 27 日 藤岡 喜愛 甲南大学 オーストラリアにおける古代の夢―精神人類学の立場から―
1988 年 11 月 11 日 藤田 統 筑波大学 行動と遺伝




Semantic Activation in Word Recognition
(語の認知における意味の役割)




1990 年 1 月 11 日 荻原 隆二 国立精神神経センター 医学と人間
1990 年 10 月 11 日 大塚 博保 科学警察研究所 性格と運転 (協賛：教学部学生課)
1991 年 1 月 22 日 平井 久 上智大学 バイオフィードバックの基礎と臨床
1991 年 10 月 9 日 上里 一郎 広島大学 行動様式のミクロのアプローチ―脳と免疫―
1991 年 12 月 4 日 丸山 欣哉 東北大学 見えと反応―基礎から応用まで―
1992 年 5 月 27 日 寺岡 隆 北海道大学 社会動機の国際比較―ゲーム論的研究―
1992 年 10 月 14 日 町沢 静夫 国立精神神経センター ボーダーラインの心の病理
1993 年 9 月 29 日 生和 秀敏 広島大学 時間不安について
1993 年 11 月 11 日 辻 敬一郎 名古屋大学 ロングショットでヒトをみる―比較心理学の現状―
1994 年 7 月 6 日 宮森 孝史 専修大学 神経心理学とリハビリテーション
1994 年 9 月 9 日 Derek E. Blackman ウェールズ大学 心理学における行動分析の現状と課題 (特別学術講演会)








1995 年 11 月 22 日 セップ・リンハルト ウィーン大学 日本文化の遊びの性格
1996 年 7 月 4 日 秋田 宗平 日本福祉大学 デザインと色彩心理学




1997 年 6 月 25 日 岡本 栄一 川村学園女子大学 感性に関する情報処理―モナリザ模写の評定―
1997 年 10 月 22 日 浅野 俊夫 愛知大学 霊長類の道具使用と言語
1998 年 6 月 25 日 児玉 典子 滋賀大学 父親マウスと養育行動のメカニズム
1998 年 11 月 11 日 松本 良枝 愛光女子学園 最近の少年非行の特徴について―犯罪心理学の立場から―





2001 年 1 月 23 日 山上 敏子 国立肥前療養所 臨床手段としての行動療法
2001 年 3 月 8 日 金子 寛彦 東京工業大学 立体視における垂直視差の役割




2003 年 9 月 30 日 榎本 博明 名城大学 自己心理学―自己物語の研究―
2003 年 11 月 7 日 長谷川寿一 東京大学 進化心理学の展開
2003 年 11 月 13 日 栗原 幸江 静岡がんセンター ターミナル・ケア病棟の人々
2004 年 10 月 6 日 野口 薫 日本大学 心理学と芸術
2004 年 11 月 5 日 やまだようこ 京都大学 ライフサイクルと生死の語り
2004 年 11 月 6 日 十一 元三 京都大学 高機能広汎性発達障害の特徴と地域における診断の差
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名 前 所属等 (当時)
2005 年 9 月 21 日 山田 兼尚 国立教育政策研究所 切れる子供達
2005 年 10 月 27 日 板倉 昭二 京都大学 心の発見―メンタライジングの発達―
2005 年 11 月 30 日 鯨岡 峻 京都大学 質的研究を巡って―エピソード記述とその周辺―
2006 年 10 月 16 日 塘 利枝子 同志社大学
異文化に生きる子ども
―文化によって異なる ｢いい子｣ ｢いい親｣―
2006 年 11 月 22 日 真栄城輝明 大和内観研修所 心理療法としての内観




2007 年 11 月 28 日 酒井 一博 労働科学研究所 人間工学と KAIZEN (改善)
2008 年 10 月 22 日 西山 啓 広島大学名誉教授 交通心理学と交通心理士
2008 年 12 月 1 日 青木紀久代 お茶の水女子大学 発達臨床心理学の諸問題―保育をめぐる発達援助―
2009 年 10 月 5 日 増井起代子 東京逓信病院
｢うつ病｣ と診断されたクライエントへの心理的援助
―精神科心理相談室から見えてきたもの―








2010 年 12 月 1 日 森岡 正芳 神戸大学 青年期の発達臨床を考える
2011 年 5 月 25 日 倉光 修 東京大学 心理療法の個性的統合








Developing the model of visuo-spatial working memory
2012 年 10 月 15 日 西本 武彦 早稲田大学名誉教授 日常記憶




2014 年 1 月 21 日 津田 彰 久留米大学 ストレスと健康支援―集団対象研究と実験科学の統合―




2015 年 2 月 2 日 仲 真紀子 北海道大学 子どもの証言と司法面接
2015 年 10 月 19 日 東山 篤規 立命館大学 体性感覚から見えてくる世界





2016 年 6 月 27 日 岡ノ谷一夫 東京大学 言語と感情の起源―人間コミュニケーションの特異性―
2017 年 1 月 23 日 竹内 龍人 日本女子大学 視覚の心理学とその応用
※ 1997 年度までは 30 周年記念号より転載｡ 1998 年度以降は ｢データで見る中京大学｣ より転載｡ ただし, 一部に誤りがあっ
たため可能な限り修正した｡
1 . 1968 年 10 月 13 日 東海心理学会第 17 回大会 (大会長：結城錦一)
2 . 1969 年 10 月 11～12 日 日本応用心理学会第 36 回大会 (大会長：結城錦一)
3 . 1969 年 11 月 16 日 日本宇宙航空環境医学会第 15 回総会 (大会長：結城錦一)
4 . 1976 年 9 月 27～29 日 日本心理学会第 40 回大会 (大会長：結城錦一)
5 . 1980 年 5 月 17 日 日本色彩学会第 11 回全国大会 (大会長：神作博)
6 . 1981 年 9 月 26～27 日 日本応用心理学会第 48 回大会 (大会長：鶴田正一)
7 . 1983 年 11 月 12～14 日 日本心理臨床学会第 2 回大会 (大会長：空井健三)
8 . 1984 年 5 月 27 日 東海心理学会第 33 回大会 (大会長：加藤等)
9 . 1991 年 4 月 25～26 日 日本交通心理学会第 43 回大会 (大会長：神作博)
10. 1991 年 5 月 17～18 日 日本動物心理学会第 51 回大会 (大会長：加川元道)
11. 1991 年 9 月 1 日 日本描画テスト・描画療法学会第 1 回大会 (大会長：空井健三)
12. 1993 年 5 月 16～17 日 日本人間工学会第 34 回大会 (大会長：神作博)
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14. 1996 年 5 月 18～19 日 日本基礎心理学会第 15 回大会 (大会長：森孝行)
15. 1996 年 9 月 6 日 日本応用心理学会第 63 回大会 (大会長：神作博)
16. 1996 年 11 月 9～10 日 日本芸術療法学会第 28 回大会 (大会長：空井健三)
17. 1997 年 9 月 6～ 7 日 日本犯罪心理学会第 35 回大会 (大会長：空井健三)
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公開シンポジウム QOLをどうとらえるか 右から 1番目田中先生
大会講演 応用心理学の大切なもう一つの分野 講演者河合先生, 司会者神作先生
シンポジウム：描画表現にみる危機と創造 特別講演：音楽と心 講師 河合隼雄
18. 1998 年 5 月 17 日 東海心理学会第 47 回大会 (大会長：田中富士夫)
19. 1998 年 9 月 5～6 日 日本電話相談学会第 11 回大会 (大会長：田中富士夫)
20. 1998 年 11 月 14～15 日 日本ロールシャッハ学会第 2 回大会 (大会長：八尋華那雄)
21. 1999 年 9 月 5～7 日 日本心理学会第 63 回大会 (大会長：森孝行)
22. 2002 年 8 月 8～9 日 日本照明学会第 35 回全国大会 (大会長：神作博)
23. 2002 年 9 月 5～7 日 日本心理臨床学会第 21 回大会 (大会長：八尋華那雄)
24. 2003 年 5 月 17～18 日 包括システムによる日本ロールシャッハ学会第 9 回大会 (大会長：空井健三)
25. 2004 年 10 月 9～10 日 日本行動療法学会第 30 回大会 (大会長：久野能弘)
26. 2006 年 8 月 1 日～2 日 日本認知心理学会第 4 回大会 (大会長：牧野義隆)
27. 2011 年 6 月 10～12 日 日本交通心理学会第 76 回大会 (大会長：向井希宏)
28. 2014 年 8 月 30～31 日 日本応用心理学会第 81 回大会 (大会長：向井希宏)
29. 2017 年 9 月 2～3 日 日本描画テスト・描画療法学会第 27 回大会 (大会長：馬場史津)
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シンポジウム 犯罪心理学の今日的課題 右から一番目 空井先生
特別講演 Reason and our Emotions Lazarus 博士
学会事務局の様子
学内学会
中京臨床心理学会は, 本学心理学科卒業生を中心として構成される学会であり, 1983 年に日本心理臨床学会第 2
回大会が本学で開催されたのを機に設立された｡ 心理臨床業務に携わるものの相互の研鑽とともに会員の資質向上
をはかること, 会員相互の親睦を深めることを目的としている｡ 各大会では, 専任教員による講演会やシンポジウ
ム, 事例検討会などが行われた｡
1 . 1985 年 8 月 3～4 日 中京臨床心理学会第 1 回大会 (大会長：片口安史)




2 . 1986 年 7 月 12～13 日 中京臨床心理学会第 2 回大会 (大会長：片口安史)
ワークショップ：A 病院心理臨床入門 真栄城輝明・三和啓二
B ロールシャッハ・ケース検討 八尋華那雄
C TAT 入門及びケース検討 鈴木睦夫
D 治療ケース検討 白石秀人・田形修一
研究発表

















6 . 1997 年 5 月 31～6 月 1 日 中京臨床心理学会第 6 回大会 (大会長：加藤等)
講演：内向と外向のバランス 空井健三
研究発表








学部 大学院 修士 大学院 博士 (課程博士・論文博士) 大学院 単位認定者 (博士後期課程)
文学部 心理学部 文学研究科 心理学研究科 文学研究科 心理学研究科 文学研究科 心理学研究科
心理学科 心理学科 心理学 実験・応用心理学
臨床・発達















1978 115 2 博士課程開設
1979 115
1980 128 3 1
1981 122 2 2
1982 107 1
1983 117 3 1
1984 124 4 1
1985 107 3
1986 123 4 1
1987 135 9 1
1988 133 2 2
1989 143 8
1990 148 8





1996 156 10 4
1997 158 12 1 1 1
1998 152 13 2
1999 169 12 1 3
2000 166 心理学部開設 10 1
2001 161 12 1 2
2002 144 27 心理学研究科開設 1 1 心理学研究科開設 2 心理学研究科開設
2003 13 191 4 5 13
2004 185 4 11 1
2005 1 218 6 16 1 1
2006 175 1 14 1 1 2
2007 184 3 17 1 2 2
2008 197 14 1 2 2
2009 189 11 1 1 1
2010 186 2 13 1 1 2 2
2011 163 2 16 1 2 1
2012 153 4 13 1 1 1
2013 163 11 1 1
2014 176 10 1
2015 184 1 12 1 1
2016 200 2 6 1 1
累計
4212 2564 201 30 177 4 3 4 4 6 5 24 10 11
6776 408 26 45
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